
  1   

 
 

 

校長 大野 淑子 

1 学期末を迎えて 

今日で１学期が終了です。4 月 8 日にスター

トし、授業日は 67 日（昨年度は 68 日）。途中、

７日を数えた臨時休業もありましたが、終業式

を 31 日まで引っ張ることによって、ほぼ例年

並みの授業時数を確保し、各教科の進み具合も

ほぼ例年並み、となりました。ただし新型コロ

ナウイルス感染予防への対応の一つとして、例

えば音楽の合唱の学習時期をずらすなど、やは

り影響は出ています。 

また、玉江大会や市総体、吹奏楽コンクール、

硬筆書写コンクールなどをはじめ、多くの大会

等が延期・中止となりました。生徒たちが力や

意欲を発揮する場が本当に少なくなり、大変残

念でした。 

せめても 3 年生にはまとめとなる大会を、と 

 

 

 

 

 

加速するオンライン社会の中にあって、中学

生はどう考え、どう関わればよいのか…。昨年

度、生徒たちが強い興味関心をもって真剣に考

えた情報モラル講演会。その時の講師 古野陽一 

さんに再びお願いし、ご在住の福岡市からリモ

ートで講演していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ということで、８月第 1 週を中心に、江津市中

学校部活動交流会や吹奏楽部演奏会（各校）を

開催します。昨日 30 日（木）に壮行式を行い、

各キャプテンのあいさつに盛大な拍手でエール 

を送りました。が、応援団率いる応援歌での壮

行場面はありません。なぜなら、例年なら玉江

大会前に行う全校応援団練習が延期となってい

るからです。残念ながらもう少し先で、１年生

は本校応援歌を、応援リーダーたちは応援所作

を、受け継いでゆくことになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

＜運動部部活動交流会（江津市） 壮行式＞ 

 

 

 

 

 

不安や不満、怒り、悲しみ…など、心にわい

てくるいやな感情を出したいと思うことは自然

なことで、その気持ちを伝えること、冷静にき

いてあげること、解決策を考えることなどは、

深い人間関係をつくるのに大切なスキル。でも

伝える方法は？「トーク・メール・掲示板」な

どの会話は「会って話すこと」に対して１％も 

伝わらない。人との関係をオンラインに頼って

はいけない。人と深く関わる力は人生を楽しく

する…等のお話の上に、使うときの約束や契約

内容を最後まで読み理解することの重要さ、そ

して「保護者に相談することがあなた（未成年

者）の責任である」等、柔らかい口調で語られ

る内容を生徒たちは重く受け止めていました。 
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スマホ社会の中学生～考えてほしいこと～ 

 講師：NPO 法人子どもとメディア 古野 陽一 さん（7/29 リモート講演会） 



  2   

救命救急法講習 
～日本赤十字社指導員の方から 7/15～  

 

今年もまた救急救命法を学びなおす時季を迎

えました。生徒たちは、自分の命を自分で守る

ことの大切さと同時に、「勇気を出して人の命を

救う」ことの重要性を再確認した様子でした。

学年を追うごとに、よりきびきびと、より適切

に動くことができています。何回も講習を重ね

学びなおしていくことの大切さを今年も感じま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜講習後の生徒の感想より＞ 

・心肺蘇生の仕方…胸骨圧迫もひじを伸ばして

掌の下あたりで 5ｃｍ押す…。自分がやればそ

の人は助かるかもしれないという気持ちをもっ

て…すぐ行動できる勇気をもっておきたい。 

・去年やったので覚えているだろうと思ってい

たけどいざやってみると意外に覚えていなかっ

た…再確認できてよかった…。 

・自分たちの行動で人の命を救えるんだ…と。 

・自分じゃないと助けることができない命があ

るということが分かりました。 

・「自信がないから」という理由で何もしないの

ではなくて、AED をもって来たり、救急車を呼

んだり、何かしらできることがあるので…その

時のベストでがんばりたいです。 

・AED の存在が、どれだけ大きくかかわってい

るかわかった。 

・本当に人が倒れている場面に出会ったら私は

動けるかどうかわかりません。でも本当に自分

が動かなければいけないんだ…と。AED に録音

された声の人たちのように、とっさに動けるよ

うになりたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少年の主張 

校内大会（7/30） 

 

    生徒全員が自分自身と向き合い、今心にあ

ることを意見文にまとめて発表した学年大

会。各学年より選ばれた代表６名が昨日発

表しました。家族や友達との関わりや自分 

ががんばっていること、日常の中での気づきを 

題材にし、素直な気持ちや自分の考えをしっか 

りした態度で述べました。 

発表後の講評でも述べましたが、発表者がし

っかり発表できたのは、立派な聞き手がいたか

らこそ、ということです。体育館後方から生徒

たちを見ていると、背筋を伸ばし、聞こうとい

う心が見えるほど、友達の発表にしっかりと向

かい合っていました。本校のよさ、本校生徒の

よさを感じる場面でした。 

＜発表＞ ※発表順、敬称略 

学年 氏 名 演    題 

2 島田 らむ 好きなことは素晴らしい 

３ 山﨑 沙緒 ごみ問題について 

２ 湯谷 桜輝 クッキー 

１ 平野 莉理 家族の大切さ 

３ 田儀 紗和 人生の重要な考え方 

１ 永井 秀太 野球の楽しさ 

 9 月 2 日（水）に行われる江津市大会（会場：

地場産業セ）には、本校代表として、2 年島田

らむさん・1 年平野莉理さんが出場します。 


